　道　徳　
第５学年　道徳科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年12月14日（月）５校時

                                                               　　　　5年　2組　　計　35名

                                                              　　　　 　授業者　比嘉　さやか
１　主題名　「誠実とは何か」　「A－（2）」　

２　教材名　「手品師」　出典「５年生の道徳」　（ 文溪堂 ）        　　　

３　主題設定の理由
　　　誠実を辞書で調べると、「真心があり、真面目なこと」とある。何事にも誠心誠意であたり、一生懸命な人物像が思い浮かぶ。約束をしっかり守り、うそをつくこともない。しかし、人間は約束を守れない場合もあるし、うそも方便という言葉があるように、うそが認められる場合もある。つまり、誠実さを身につけた人間を育成しようとするとどんどん人間の実態から離れていく。誠実な人間になるというのは、人間を誠実という価値に押し込めるのではなく、人間としての誠実さを求めていくということである。
　　　誠実の「誠」は言（こと）が成（る）ことをいう。自分が口に出して言ったことが、実際の具体的行為として表されることであり、言と行との一致である。誠実の「実」とは、誠と同じ意味で、言に実があることをいう。言と行が一致している人は、人間としてぶれがなく、皆から信頼される。しかし、人間は迷い、悩む存在であり、それが人間でもある。誠実な人間であっても、誠実だからこそ悩むこともある。
　　　本教材は、売れない手品師が、町で偶然出会った男の子との約束と大劇場とどちらにいこうか思い悩み、結局手品師が選んだのは、男の子の方であったという内容の教材である。手品師は男の約束に対して誠実でありたいという思いと、これまで描いてきた自分の夢の実現に対して誠実でありたいという思いが対立し葛藤する。これは、どちらを選んだ方が誠実なのかという問題ではない。誠実でありたい自分があり、その自分と現実場面との選択肢が一致しないからこそ悩むのである。また、何に対して誠実であろうとするのかということも重要である。己の悪しき心から発せられた言にたいして忠実であろうとしたり、理不尽な要求に対しても誠実であろうとしたりすることは「誠実」とはいえない。では、約束を交わした他者に対して誠実であろうとすることと、今まで夢に向かって頑張ってきた自分自身の気持ちに誠実になることではどちらに価値があるのだろうか。これらの比較・吟味をしながら誠実に生きる人間のよさについて考えさせたい。
　　　二者択一の展開ではなく、誠実とは何か、何に誠実なのか、誠実のよさとは何か、このときの手品師の誠実さの意味やよさについて、考えさせたい。
４　本時の学習
（１）ねらい
      知・・○誠実であろうとすることは、自分の心に向き合い、時には悩み迷うことでもあり、よりよい方向へ向かうために、自分の良心に従うことであることがわかる。
　　　　　　○自分だけでなく他人に対しても誠実であろうとすることが大切だと気づく。　
　　　情・・誠実であることのよさに気づき、手品師の生き方に共感する。
　　　意・・自分の心と向き合い、自分も誠実でありたいという意欲をもつ。
（２）授業の工夫      

　　○問題解決的な道徳授業の体系（加藤）の項立ての順（a問題意識の喚起b児童の反応の整理・確認

　　　c児童の発言の意味づけd新たな視点や気づきを促すe児童の実生活とつなげる）で授業を構想する。
　　○ねらいを「知・情・意」の三観点で設定する。

    ○「手品師は誠実か」というテーマ発問で問題意識を持たせ、「誠実」とは何かについて深めさせる。
　　○教師が意図的に作成したグループで話合いをさせることで、様々な考えに触れさせる。
    ○ワークシートに授業で学習したことをまとめさせ、道徳的価値の自覚が深めることができたかをルーブリックを用いて検証する。
（３）展開  （指導上の留意点に「問題解決的な道徳授業の体系」におけるa~eを記す）
　　　　　　　　　　                                                                           

	段階
	学習活動
	主な発問
	予想される児童生徒の反応
	　　指導上の留意点

	導

入

８
分


	１誠実についての児童の既知を発表する。

誠実な人は誰か。
共通するよさを探す。
	○誠実という言葉を知っていますか？
○誠実な人といえば誰を思い浮かべますか。

○なぜそういえるのですか？


	・～さん　
やさしいから。

頑張っているから。

・誠実ってよくわからない。

	・児童の現在の「誠実」の捉えを明らかにし、新たな問題意識を持たせる。誠実という言葉自体を知らない児童が多い場合は、辞書にのっている「真心があり真面目なこと」という意味であることを知らせる。(ab)

	展

開

25分

	2教材「手品師」を読んで話し合う。

1 手品師はなぜ誠実といえるのか考える。

2 大劇場へ行きたいはずなのに男の子のところへ行った手品師の真の心について考える。
3 手品師の「誠実さ」について吟味する。
4 このような誠実さがあるとどんな生き方ができるのか考える。
	○ 手品師は誠実ですか。
　真心が感じられますか。

       　 テーマ発問
○なぜそう考えるのか？
○違う考えの人はいませんか？
○手品師は自分の心にうそをついて男の子のところへ行ったのだからうそつきではないのか。それでも誠実だといえるのはなぜか。
深く考える発問

グループ
○単に「約束したから」で簡単に自分の夢がかないそうなのを見過ごせるのか。もっと深い思いがあったのではないか。
深く考える発問

　　　　　　グループ
○自分の心と向き合い自分が本当に望んでいることが何か気づいたのはいつ？
深く考える発問

○手品師は後悔したか？

　なぜ後悔しないのか。

深く考える発問

○手品師のどんなところに「誠実さ」があるのか。
中心発問　テーマ発問
○誠実な手品師は今後どのように生きていくと思うか。
○このような人がたくさんいたらどんなクラスになるだろう。
	・男の子との約束をちゃんと守ったから誠実だと思う。

・自分の事より男の子のことを考えているから誠実だ。
・男の子は心を選んで、大劇場はお金をえらんだことになる。

・自分の夢を簡単にあきらめるのは誠実ではない。自分の心にうそをついたことになる。
・約束したから守りたかった。

・先に約束したのは男の子の方だったから。

・自分を必要としている人のために手品を見せることが夢だったことに気がついた。
・本当に悩んだ時に、男の子の喜ぶ顔が見たいと心から思った。

・電話で誘いを断った時・・。

・簡単に決めたのではなく、一生懸命悩んで考えた。

・自分の心をふり返った。向き合った。
・していない。

・自分の思いが何かがわかってそれに従ったから。
・しっかりと自分と向き合って考える。
・自分のいい心に従って行動する。
・自分の行動に後悔がない。
・自分のことだけ考えていない。

・みんなから信頼されていく。
・いずれ手品師として成功する。

・男の子もそういう人になるかも。

・いい人生になる。
	・手品師の行動について改めて考えさせ、誠実であるとはどういうことなのか「導入」での考えを基に「誠実」の価値に迫る（cd）
・おそらく児童の反応として「約束したから」という意見が出てくると思われるが、ゆさぶりの発問をしながら、手品師の真の心に迫っていく。（cd）
・手品師が簡単に決めたのではなく、悩み葛藤し決断したことを捉えさせる。（cd）
・しっかりと自分の心と向き合うことの大切さに気づかせる
(cd)
・誠実さとは具体的にどういうことなのかを児童なりの言葉でまとめる。（cd）
・手品師の未来を予想させるともに、誠実であることのよさを考えさせる。（cd）
・導入での既知と比較し新たに学んだことを想起させ、誠実の概念を再構築させる。(d)


	終

末

12分
	３今日の授業で学んだこと，考えたことを書く。
	○今日の授業で学んだこと、考えた事、今後いかしたいことを書いてください。テーマ発問

	・それぞれ考えたことをワークシートに記述する。

	・時間を見てグループ内で発表させたり、クラス全体に紹介したりする。（e）


５　評 価（授業検証）
  　ルーブリックを作成し、授業を検証する。
６　事後指導
    ・授業終末の児童の記述を「道徳通信」で児童及び保護者へ紹介する。（匿名で紹介）
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７　板書計画

８　授業についてのアンケート
（田沼の道徳性印象尺度参照）
９　ルーブリック
○4aが道徳的価値に自覚　　が深まった段階

誠実？





誠実な人





お金？？





誠実





心？？





悩む・考える


それでいいのか





つらい


苦しい





・本当に自分が望んでいるのは何か。


・それは相手にとってはどうか。


・いいことなのか？





自分の心と向き合い考える





自分の心と向き合った。


自分のいい心に従った。





一人ぼっちの男の子と約束した。





夢だった。チャンス。


そのために頑張ってきた。





大劇場





男の子





手品師は誠実か。





・～さん


・お父さん


・お母さん


・ボランティアの人


・正直な人











誠実さとは？





                              　　　　　12月14日（月）


                                　　　　　手品師


                      　　　


    　　                 


   　


                              　　


　





☆自分と向き合う。


☆自分のよい心に従う。


☆後悔しない生き方。


☆信頼される生き方。





手品師





電話で誘いを断ったときに悩んで気づいた。





・人を幸せにするために手品をしたい。


・男の子の笑顔を見たい。喜ばしたい。





○今日の授業で「誠実について」分かったこと考えたこと今後にいかしたいこと。





・約束だから守ら　　　ないといけない。





段階�
内        容�
�
１�
道徳的価値に触れていない。�
�
２�
教材の内容に触れているが、自分ごととして捉えていない。�
�
３a�
ねらいとする価値に気がついている。�
�
３b�
ねらいとする価値に気がついているが、ねらいと異なる価値の理解をしている。�
�
４a�
ねらいとする価値について理解し、その価値に対し自分を見つめ、さらに実践しようという意欲がある。�
�
４b�
価値について理解し、価値に対し自分を見つめさらに実践意欲もあるが、ねらいと異なる価値への意欲である。�
�









